
LIP とは…… Local Information Paper の頭文字をとったものです。  

 

 

「ＬＩＰ編集局」 

https://www.love-dugong.net/lip/  

連絡先 
メールアドレス：lip＠love-dugong.net 
TEL 070-5653-6913(18 時以降) 

ＬＩＰ（りっぷ）は、枚方市民発の 

福祉・教育・文化・環境・ボランティアなどの 

情報を掲載する地域密着型情報紙です。 
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明るい自閉症講座（２２） 



（エッセイ 天国への階段）       ＬＩＰ ２０２１／０１ 

〈２〉 
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ら
れ
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。
 



（フリーペーパーは地域で輝く）    ＬＩＰ ２０２１／０１ 

〈３〉 

 現在、地元のカフェで「１回限りのフリーペーパ

ー展」という展覧会を、実行委員会を立ち上げて開

催しています。 

 フリーペーパーは昔からありますが、若い人も手

に取るようなお洒落なものをカフェなどで見かける

ようになったのは、私の感覚では１９９０年代後半

だと思います。 

 その後、フリーペーパーが急に広がり、大手企業

もフリーペーパーを商用利用するようになったので、

世間のフリーペーパーのイメージは広告付き情報誌

のようなものになりました。 

  

 2005 年から私自身が『毬』というフリーペーパー

を発行していたこともあり、「フリーペーパーっても

っと違う魅力を秘めているんだ」と訴えたい気持を

抱いてきました。 

 フリーペーパーに独自の要素は「誰でも」「自由な

内容で」「低コストで作成できる」だと思います。小

さな声、小さな活動を、だれに制約されることなく、

好きなときに作り、好きな場所で配布できる自由度

の高い媒体です。 

  

 このような「フリーペーパー本来のよさ」を活か

したイベントを開催したいと思い、少しユニークな

展覧会を企画しました。フリーペーパー展は各地で

開催されており、全国のフリーペーパーが集まるの

ですが、今回わたしたちは参加者を枚方市・交野市

に地域を限定したのです。そして地域に点在してい

るさまざまな人や活動を、ご自身でフリーペーパー

にして表現してもらうことにしました。 

  

 多様な人、小さな声、小さな活動は、地域性が強

いものです。またネットのつながりでなく、具体的

な人と人のつながりは身近で交されます。そんな小

さくて身近なことこそ、フリーペーパーにぴったり。 

 「そうだ！地域のみなさんにフリーペーパーを作

ってもらえば、フリーペーパー本来の魅力が発揮さ

れ、地域の人・コトの発見が生れる！」と思ったの

です。 

 真っ白い紙に文章を書くのはちょっと難しい。不

慣れでなかなか進まない方も。でもみなさんのこと

を多くの人に知っていただきたいと思いました。 

 

 今回、全国で活躍されているフリーペーパーもゲ

ストで参加いただき、既存フリーペーパーの魅力も

お伝えします。そして全国各地でこのようなフリー

ペーパー展が開催されて、小さな活動に注目が集ま

るといいなと願っています。 

 

花歌（フォトグラファー） 

 

フリーペーパーは地域で輝く 

「１回限りのフリーペーパー展」 
みなさんが取り組んでることや、関心あることをフリー
ペーパーにしていただき、交流する展覧会です。 
地域に点在しているさまざまな「人」や「コト」を発見
しましょう。 
◆開催：2020/12/1（火）～2021/1/16（土） 
◆会場：カフェカジョ（枚方市西禁野） 
◆入場無料（飲食店なのでご注文をお願いします） 
◆主催：１回限りのフリーペーパー展実行委員会 
    詳細はメールで問合せください： 
    fpaper.mari＠gmail.com 



（マンガ文庫 蔵書紹介）      ＬＩＰ ２０２１／０１ 

〈４〉 

 今回の蔵書紹介のテーマはずばり、「新しい世界に

飛び込む勇気をくれるマンガ！」現代も未知のウイ

ルスや災害、環境問題といったどう解決したらいい

のか糸口が見つけられないような問題が山積みのよ

うに思えます。しかし、歴史的にみるともっと悲惨

な時期があったことでしょう。 

 マンガの主人公たちも悩み・葛藤しながら自分の

目的や夢を叶えるために頑張っています。面白おか

しくマンガを読みながら、自分の夢や希望につなが

る道を探してみませんか？ 

◆ふしぎの国のバード◆ 
佐々大河 既刊7巻 

ディスカバー・ジャパンーーこれは、古き良き日本

文化を取り戻すための物語。時は明治初頭。東京か

ら蝦夷まで、地図なき道を旅したイギリス人がいた。

その名はイザベラ・バード、冒険家。彼女の目的は

ただひとつ、滅びゆく日本古来の生活を記録に残す

こと。通訳の伊藤鶴吉をひとり連れ、日本人すらも

踏み入ったことのない奥地への旅が、今はじまる！ 

 

 情報も先人の知恵も頼る知人も少ない異国の地で、

イギリス人女性が１人日本を旅をする様子には、現

代を生き延びていくための方法がたくさんちりばめ

られています。イギリス人女性を通してみる「日本

らしさ」を肌で感じ、改めて日本の魅力が感じられ

ます。現代とのギャップに目を向けると、他国文化

の模倣や影響を受けることもいいけれど、日本には

日本のやり方や日本文化をベースにした道を模索す

ることが大事なのだと改めて気づくことがあります。 

 数年先の事も分からない先が見通せない今だから

こそ、読んでほしい一冊です！ 

◆Dr.STONE◆  既刊18巻 

稲垣理一郎 / 原作 Boichi / 作画 

一瞬にして地球上の小鳥と全人間が石化するという

謎の現象から数千年後……主人公・大樹と千空は目

覚めた。人類が消え文明が滅びた世界で、二人は文

明をゼロから築いていこうと決意する。魔法ではな

く、知恵と努力だけで！困難を解決するために用い

るのは科学の力。実験を繰り返してルールを見つけ、

科学の面白さと魅力を再発見！ 

 

「科学ではわからないこともある」じゃねえ 

 わからないことにルールを探す 

 そのクッソ地道な努力を 

 科学って呼んでるだけだ・・・・！  Dr.STONE 

（1 巻79 ページより） 

このマンガに出てくる魔法のようなアイテムは全て、

道具も何もないところから主人公たちが一つ一つ地

道に作り上げてきた努力の結晶です。ノンフィクシ

ョンで描かれる石器時代から現代文明までの、科学

史200 万年を駆け上がる、前代未聞の冒険ストーリ

ーでは、いったいどこまで作ってしまうのか⁉  

謎も多く、新たに現れる強靭な敵キャラも魅力的で

ストーリーも面白い！ おまけに科学の勉強もでき

てしまう、少年少女におススメのジャンプマンガで

す。 

（みんなでつくる学童 STEMs そふえ） 

［ STEMz マンガ文庫で検索！ ］ 

STEMz マンガ文庫 蔵書紹介 

新しい世界に飛び込む勇気をくれるマンガ 



（桜井智恵子さんの講演）       ＬＩＰ ２０２１／０１ 

〈５〉 

 2020年10月末、「平和で豊かな枚方を市民みんな

でつくる会」主催の、関西学院大学の桜井智恵子さ

んの講演会に参加しました。 

 桜井智恵子さんは兵庫県川西市子どもの人権オン

ブズパーソンの元代表。子どもの人権オンブズパー

ソンは、学校現場におけるいじめの解決策の一つと

して、第3者機関がいじめの解決にあたるという取

り組みです。1998 年から市を上げての取り組みで、

先駆者的な事例で有名です。 

 今回は、子ども論、教育学から見る、ICT 教育の

リアルをレポートします。 

 

EduTechが進む教育環境とは 

 タブレットを使った学習は、生徒の進捗を先生が

把握しやすくなる、個人の進み具合で勉強を進めら

れるといったメリットがある一方で、今の日本の教

育現場では、全てがメリットとなるとは考えにくい

現実を背景を混じえて説明していただきました。 

 物事には表と裏があり、どんなことにもデメリッ

トがあることを忘れてはいけないと思います。しか

し、多くの場合、デメリットは積極的には説明され

ないので、変化を受けいれる側が自分で情報を取り

にいかないと「よくなるだろう」という思い込みは、

デメリットをより見えにくくするので注意が必要で

す。 

 講演の中では一見全く関係ないテクノロジーを使

った学習環境と、日本特有のルールを守る同調傾向、

保守的な空気が及ぼすであろう悪影響が説明されま

した。 

・常に監視されているなかでのストレス 

・大人の物差しで、学習内容の善し悪しが決められ

偏差値的な定常化しやすい評価基準がより顕著にな

る。 

・個人が思う自由な学びは無意味で価値の無いもの

となり、学習指導要領や教科書にない範囲はより切

り捨てられる。 

 こういった管理された環境では、間違った倫理観

による行き過ぎた取り締まりにつながり、より空気

を読む、忖度といった見えない力で、言いたいこと

はより言いにくくなり、全体主義(個人の価値は全体

に奉仕する点だけ認められる)が加速し、過去に何度

も戦争を起こしてきた精神構造に近づいていくと桜

井さんは予測されていました。 

 自粛警察、弱者への自己責任論やバッシング、現

在起こっている様々な事象を鑑みると、急速な変化

が歪みを大きくして、より悪い方向へ向かわせる可

能性があることも、知識として知っておかなければ

いけないのだと思います。 

世代の分断 

 講演の内容で一番身近に感じた内容は、日本にお

ける世代の分断についての説明でした。 

 市民活動をしていて思うのが、世代間の分断がひ

どくて、いい情報も悪い情報もお互いに共有できる

コミュニティがなくて、何をするにも効率が悪く、

お互いのメリットを利用できていない、そして何よ

り、お互いのことが分からない！という事態に陥っ

ています。 

 情報は溢れているからこそ、自分の周りからしか

情報を取らなくなる、それが若者世代に限らずどの

世代にも謙虚に現れているのかもしれません。 

 講演でも紹介されていた事例で、社会関係資本

(人々の協働行動が活発化することにより、社会の信

頼性、効率性が高まる)がある地域の支出はその他の

地域より抑えられるという研究結果があるそうです。 

 子どもの学校の通学路の見守りや、自治会の防犯

活動といったものも、全てお金で解決するようにな

ったら当然その地域の支出は増えます。 

 地域のお祭りや、餅つきといった季節ごとの文化

を伝えるイベントも担い手は殆どがシニア世代。こ

のまま世代の分断を放置してはいけないと日々感じ

ずにはいられません。 

 

拒否を学ぶ 

 同調圧力が極端に強い日本において、拒否の方法

を学ぶということは、全世代に必要なことだと感じ

ました。 

 人権教育や、倫理教育がほぼされていない日本で、

拒否の仕方がわからない、嫌なことを嫌と言えない、

そんな暗黙の了解、空気を読むという圧力に、息苦

しさを感じている人も多いはず。 

 言ってもどうせ変わらないと諦めている人も多い

でしょう。でも、その諦めが今の世の中を作ったの

だとすれば、声の通る方法を考えるしかないのだと

思います。 

 その為には圧倒的な人数が必要で、世代間で分断

している場合ではないのです。 

 マンガ文庫をしていて思うんですけど、案外とい

うかシニア世代もマンガ好きな方が多いことにびっ

くりした、という気づきがありました。 

 30代、40代は若者世代とも、シニア世代とも関わ

れる接着剤になれると思っているので、どちらの状

況も分かる私たちが出来ることを探したいと思いま

す。 

 

  （みんなでつくる学童 STEMs 

    マンガ文庫     そふえ） 

桜井智恵子さんの講演を聞いて 問題は繋がっている 
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［イベント情報・ボランティア情報など募集しています。編集局までメールなどで連絡願います］ 

 

 

 

 

 

 

 

名著やベストセラーをテーマとする読書会（枚方駅前） 

◆日時：1月9日(土)13:00～15:00 
◆場所：枚方市駅付近のカフェなど※後日お知らせ 
◆主催：NPO 法人スノック 
 Email：snoknpo＠gmail.com  
 URL：https://snok.org 
◆参加費：無料 ※飲食代は各自負担 
「テーマ本」を毎回設定いたしますので、事前に読んできて頂き、
その本について参加者で意見交換していくという形式です。 
読書会を通じて「新しい気づき」や「バックグランドの異なる人
との出会い」の場になれば幸いです。 
１月のテーマ本は「LIFESPAN(ライフスパン): 老いなき世
界 」です。一読の上ご参加ください。 
※次回開催は２月２０日（土）10:00～12:00。テーマ本は「AI 

vs. 教科書が読めない子どもたち」の予定です。 

【参加者募集】 

 学習会「８０５０(はちまるごまる)問題－その前に 

  『私の７０４０(ななまるよんまる)』を考えてみよう」 
 
 生きづらさを抱える子の社会的自立のために自らの老いを前に
どんなことを考え備えていけばいいのか。 
 配慮を要する子どもと家庭に長年寄り添ってきた講師と共に考
え、語り合いましょう。 
◆日時：１月20日（水）11時～12時 
◆場所：ラポールひらかた２階 集会室 
◆講師： 石打 澄枝さん（子ども家庭サポーター） 
◆参加費：無料 
◆定員： 20人 （要予約） 
◆申込み・問合せ先： 
 ０９０-５８９３-５６３５（豊高・18時以降） 
  c-k＠love-dugong.net 

「知的障害者」を普通高校へ北河内連絡会1月定例会のご案内 
 
コロナが収まっていない中ですが、「障害」のある子ども達が、地
域できょうだいや近所の子たちと一緒に学び、学校生活を過ごし
たいという当たり前の要求を実現していくために、今年も皆さま
と共に、しっかり歩んでいきたいと思います。 
どうぞよろしくお願いします。 
◆日時：1月24日（日）午後1：30～5：00 
◆場所：寝屋川市民会館 ４階 研修室 
 寝屋川市秦町41-1 TEL：072-823-1221 駐車場あり 
◆内容： 
① 今年の高校受験にむけて、来年の高校受験をめぐって 
② 子ども達の状況と、学校と地域の課題 
③ 「医療的ケア」の要る子ども達をめぐって 
④ 卒業後の生活と課題 
⑤ その他何でも自由に 
◆ZOOMをつかっての参加もできます。 
今回は、コロナ禍ということから、ZOOM での参加も可能にしま
した。ZOOM参加をご希望の方は1月20日ごろまでに以下のア
ドレスにご連絡ください。 matumori＠crux.ocn.ne.jp 
◆参加費：1家族100円 年会費：1000円 
◆連絡先：松森：090-1960-3469 関山：090-2599-6162 
◆主催：「知的障害者」を普通高校へ北河内連絡会 

【WEB】ひらかたNPOフェスタ2020 

あなたにできるSDGs ～ヒントはNPOフェスタにある～ 
ひらかた市民活動支援センター YouTubeチャンネルにて公開 
 

 

閲覧はコチラ→ → → 
 

 

 

URLはコチラ↓↓↓ 
https://www.youtube.com/channel/UCnqmRJf1jdpN

x8bsdCRKNgQ/  

◆公開開始 1月24日(日)大安14時から 
◆主催【WEB】ひらかたNPOフェスタ２０２０実行委員会 
   ひらかた市民活動支援センター 
◆連絡先 TEL：072-805-3537 FAX：072-805-3532 
 center＠hirakatanpo-c.net 
◆参加費 無料 
枚方市内を中心に活動する市民活動団体35団体が、SDGsをテ
ーマに自分達の活動について動画を作成しました。動画数は４０
動画です。ひらかたNPOフェスタ19年の歴史の中で、初のオ
ンライン開催です。 
SDGsというキーワードが気になっている方、NPOに関心がある

方、ぜひ、ご覧ください！ 

【 枚方自閉症児（者）親の会 】 
お母さん、一人で悩んでいませんか？ 障害があってもなくても、
みんなと一緒に成長していきましょう。 
おじいちゃん、おばあちゃんも歓迎です。 
◆ 日時：1月18日（月）10時半～ 
◆ 場所：ラポールひらかた 
※連絡先  松崎 072-845-3014  春名 072-397-0053 

カウンセラー入門講座 ～体験講座＆説明会～ 
◆内容：心の支援についての基本的な取り組みを学べます。 
◆日時：1月18日（月）10：30～12：00 
    1月25日（月）10：30～12：00 
◆場所：ラポールひらかた 
◆参加費：無料 
◆定員：15名 
申込・問合先：ＮＰＯ法人京阪総合カウンセリング 
 TEL 072-814-7140 
 メール  jimu＠npo-ksc.net 
 http://www.npo-ksc.net 

● 新型コロナウイルス感染防止のために、催しが中止・延期になる可能性があります。主催者にお問い合わせください。● 
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イラスト 表紙：平井由恵 

ＬＩＰは、次の場所に置かせていただいてます。 
☆ 各生涯学習市民センター・図書館・メセナひらかた3Fウィル・ひらかたＮＰＯセンター 
☆ 枚方市ボランティアセンター  [ラポールひらかた内  072-841-0181] 

☆ 子ども家庭支援センター ファミリーポートひらかた  [枚方市招提南町2-50-1  072-850-4400] 
☆ コミュニティーカフェ ラ テール  [枚方市西禁野1-3-27 禁野口バス停前  072-848-0418] 
☆ ＮＰＯ法人 りりあん  ［枚方市長尾元町6-39-15  lilian＠kcat.zaq.ne.jp］ 
☆ 婦人洋品店 シャルム  ［枚方市南楠葉1丁目2-16 くずは公民館向かい  072-850-1362］ 
☆ 喫茶 Ｄｉｋ Ｄｉｋ  ［枚方市岡本町8-17  072-846-5377］ 
☆ 街かどデイハウス 藤阪愛逢  [枚方市藤阪元町2-27-1  072-855-6978] 
☆ 枚方市地域包括支援センター社協こもれび  [枚方市南楠葉1-30-1エクセレント辻ビル203号室  072-856-9177] 
☆ 泉屋 楠葉店  [枚方市楠葉並木2-2-2  072-868-3060] 
☆ ＷＡＶＥ３４（ボウリング場）  [枚方市田口4-11-8  072-848-0450] 
☆ 身体障害者共同作業所 キッズ枚方コミュニケーションズ  [枚方市堤町2-1-103  072-861-6360] 
☆ 京阪総合会計事務所  [枚方市西禁野2-4-17第５松葉ビル301  072-805-5252］ 
☆ ヘアースタジオぱぺぽ  [枚方市南楠葉２丁目4-3  072-850-9070] 
☆ 枚方市役所（市民活動課・環境総務課・人権政策室） [枚方市大垣内町２丁目1-20  072-841-1221] 
☆ 枚方市役所 津田支所  [枚方市津田北町2-25-1  072-858-1502] 
☆ (財)枚方市文化国際財団 [枚方市岡東町8-33市民会館内  072-843-1122] 
☆ 枚方市総合福祉センター  [枚方市津田東町2-26-1  072-858-5835] 
☆ (社福)やなぎの里 精神障害者通所授産施設 ぱぴるす [枚方市大字尊延寺2200  072-859-0245] 
☆ ＮＰＯ法人パーソナルサポートひらかた [枚方市中宮山戸町10-12-105  072-848-8825] 
☆ 自閉症療育センター Link  [枚方市岡東町24-10 アイエス枚方ビル３階  072-841-2411] 
☆ 「市民の広場」ひこばえ [枚方市大垣内町2-8-27 シンエービル別館A室  072-846-8780] 
☆ 紅茶専門店ＶＩＥ [枚方市南楠葉1-1-34  072-856-2355] 
☆ shot bar カボチャソース [枚方市牧野下島町14-22  072-809-7676] 
☆ ポパイ商店 [枚方市山之上２丁目16-9  072-846-7232] 
☆ えほんのお部屋ひまわり畑 [枚方市香里ケ丘12丁目6-28  090-6739-7064] 
☆ クッキー工房おれんじはうす [枚方市交北３丁目3-10  072-856-8378] 
☆ 陶器食器のお店 a new sprout [枚方市堤町2-14  072-846-9550]  
☆ 雑貨／カフェ ルポ・デ・ミディ [枚方市堤町10-12  072-843-1525] 
☆ 渦潮ベーカリー楠葉店 [枚方市町楠葉1-30-6  072-856-5420] 
☆ 輝きプラザ「きらら」 [枚方市車塚1-1-1] 
☆ 教育文化センター [枚方市磯島北町37-1 050-7102-3150] 
☆ 三代目たくちゃん ピーコ  [枚方市牧野阪２丁目7-30  080-3785-1728] 
☆ ＭＩＫＩＨＯＵＳＥ キャラメル [枚方市牧野阪2-9-15-105  072-857-6626] 
☆ 株式会社 丸天酒店 [枚方市牧野阪2-5-23  0120-39-7003] 
☆ MogaJogaDining枚方宿 [枚方市堤町2-15 072-846-3535] 
☆ とくふうホーム [枚方市大字尊延寺４５９２－２４  072-858-4058] 
☆ 音楽療法スペース  ウッドヴィレッジ [枚方市牧野下島町9-12  070-857-3540] 
☆ みんなでつくる広場 「ちょこっと」 [枚方市楠葉野田2-30-8  072-856-9439] 
☆ スパバレイ枚方南  [枚方市津田山手1丁目24-1  072-808-4126] 
☆ やすらぎの丘霊苑  [枚方市大字尊延寺4588番4  072-896-1212] 
☆ 苺のいえ  [枚方市甲斐田町５番２５号ウエストヒルズ１０２号 072-805-2660] 
☆ ちいさいほいくえん みんなの里  [枚方市楠葉並木2-28-4  072-845-6814]  
☆ 韓国茶が楽しめるカフェ 「Cafe Cajjo」  [西禁野1-6-28  072-848-8481] 
☆ くずはアートギャラリー [枚方市楠葉花園町15-1-Z302 本館ハナノモール 3階] 
☆ カフェ ル ポン [枚方市高田２丁目20-17  072-396-8785] 
☆ 街かどデイハウス秋桜 [枚方市宗谷1-1-1  072-859-3991] 
☆ 明日花障害者作業所  [枚方市西禁野１丁目3-18  072-848-2324] 
☆ 陽だまりの会 [枚方市交北2丁目7-15  072-809-0015] 
☆ Ｌｉｎ Ｂｒｕｎ． [枚方市牧野下島町18-7  072-865-3514] 
☆ カミュゥ [枚方市牧野下島町13-11  072-865-7310] 
☆ Grand Table [枚方市山之上1丁目12－10  072-846-3808] 
☆ 尊延寺公民館 [枚方市尊延寺3丁目3 ｰ16  072-859-0168] 
☆ ひねもすぱんのかふぇ[枚方市堤町10-24 鍵屋別館1階 090-5963-0590] 
☆ まことの豆富 燈 本店  [枚方市楠葉中町1-5 072-855-6022] 
☆ 雑貨＆cafe くろねこ・くぅ  [枚方市片鉾東町20-1  072-896-9690] 
☆ 京阪総合カウンセリング [枚方市新町2-1-9ほーむ21新町106号 072-814-7140] 
☆ NPO法人 枚方人権まちづくり協会[枚方市岡東町12-1-502 072-844-8788] 

◇   ◇   ◇   ◇   ◇ 

☆ フレッシュベーカリー ラッキー [寝屋川市早子町18-1  072-821-0413] 
☆ 小規模通所授産所施設 ミルキーウェイ [交野市天野ヶ原町２丁目14-20] 
☆ 大阪市総合生涯学習センター [大阪市北区梅田1-2-2-500 大阪駅前第2ビル5階 06-6345-5000] 
☆ 「月桃の花」歌舞団 十三スタジオ  [大阪市淀川区木川西3-4-20 2F  06-6885-8475] 
☆ ふらっとねやがわ  [寝屋川市東大利町2-14（市立産業振興センター5階）  072-800-5789] 
☆ ふれあいプラザ香里  [寝屋川市香里南之町19-17 フレスト香里園店１階 072-835-3335] 
☆ 青年の家 [交野市私部２丁目29--１  072-892-7721] 
☆ 交野市役所内わいわいネット [交野市私部1丁目1-1] 
☆ Cut wa Coconi  [交野市郡津4-31-6 072-893-0020] 
☆ ヘアーサロンおおまち [交野市私部3-17-2 072-891-5024（予約優先）] 
☆ 和食「ふる里」  [三重県伊賀市長田2541-1 0595-21-4498] 
☆ 大阪府衛生会附属診療所 [高槻市奈佐原955  072-696-3351] 
☆ 西宮男女共同参画センター ウェーブ  [西宮市高松町4-8  0798-64-9495] 
☆ 大東市立生涯学習センター アクロス  [大東市末広町1-301  072-869-6505] 
☆ フェルデンハウス北斗星  [寝屋川市萱島東１丁目16-15  070-5435-1965] 
☆ 大阪府立男女共同参画・青少年センター（ドーンセンター） 

[大阪市中央区大手前1丁目3-49 0６-6910-8500] 

ＬＩＰ会計報告（前号以降） 

金額(円) 内容 

8,121 前号から繰り越し 

10,000 寄付 

▼420 郵送代 

▼110 ゆうちょ口座手数料 

▼500 12月ロッカー代 

▼3,690 12月号印刷代 

13,401 計（次号へ繰り越し） 

 

応援ありがとうございます♪ 

中村仁美さん 小田川徳男さん 

安部晴代さん 渡辺洋一郎さん 

■明けましておめでとうございます。 

 まだまだコロナ禍でたいへんですが、知恵を

しぼってできる限りの日常生活を楽しみたいも

のだと思っています。       （ｗ） 

 

■今号から、作家・鶴島緋沙子さんのエッセイ

が装いを新たにして開始されました。昨年まで

の『もぐらの目』同様、お楽しみください。 

 

■ＬＩＰ縮刷版2020発行します！ 

A5サイズ／カラー印刷／手製本／1000円 

2020.1月号～12月号まで掲載 

注文お待ちします！ 

問合せ：lip＠love-dugong.net 

2020 年 12 月 1 日（障がい者用）グループホーム 

“ミライエ”新規開設！入所者募集中！ 
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